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研究成果の概要（和文）：スリランカの仏教寺院の19世紀末から現代までの壁画を中心に内容、構成、製作者、
社会的背景、影響等の調査により次の成果があった。１）ブッダの生涯、仏教伝来史、仏教王朝史、ジャータカ
物語などがテーマの壁画は、人々が知る寓話を視覚として喚起し、民族紛争時の暴力と情動の経験を重ね合わせ
て、苦悩に意味を与え、批判も含めた宗教的和解を可能にさせている。２）現代の寓話として寺院壁画の意義は
高区、壁画制作を伝統的職能の一つとする低カースト集団の役割は大きい。３）欧米等の特定のミュージアムや
アート空間と同じく、仏教寺院はイメージハウスとして、社会に深く関わるパブリック・アートの役割をも担っ
てきた。

研究成果の概要（英文）：My main research is on the murals of Buddhist temples in Sri Lanka since 
late 19th.century, focusing on their contents, structure, artists, social and historical contexts, 
and influence on people. Key findings are; 1) murals, which are mostly about the life of Buddha, 
history of Buddhism, Buddhist royal kings, and Jataka stories, evoke visual sensations among people 
who have had violent and emotional experiences during ethnic conflicts and helps to project their 
experiences through the images of murals; 2) people could gain meanings for their experiences, and 
achieve religious reconciliation, including criticism on the perpetrators of the violence. Murals 
had significant functions as contemporary allegories, and the social roles of artists from the 
traditionally low caste community are highly demanded; 3) Buddhist temples, as image houses, have 
pursued socially committed public art, as the public art of specific museums and art spaces in 
Western society.

研究分野：文化人類学
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１．研究開始当初の背景 
 30 年近く内戦状態にあったスリランカの
民族紛争は、数十万人の犠牲者、行方不明者
を出したのち、2009 年武力によって終結した。
しかし内戦時の暴力に加えて、終結後も目に
見える暴力、見えない暴力が続き、シンハラ、
タミル、モスリムのどの民族も、人々が共有
していた従来の価値観やモードが大きく揺
らいでいる。社会的リーダーから一般の人々
まで、それぞれの状況と願望によって生き延
びるために取った様々な手段や行為のある
部分は、全体としての宗教的、慣習的、法曹
的モラルに影を落としており、ポスト紛争の
時代になってもコミュニティや社会の安定
や統一に向けての道は困難が多い。 
 人々の感情の揺れや混乱は、個人や集団に
よる現実認識や現実感そのものに大きな影
響を及ぼす。そのため紛争終結後の社会再生、
再編成のためには、経済成長や復興だけでは
十分でなく、人権問題を明確にしながらも同
時に他者や自己を受け入れ、和解の価値観を
作ることが最も重要である。しかしながら国
際社会や国内政治、またメディアなどは、ポ
スト紛争の国家再建に伴う経済や政治の急
激な変化については深い関心を払うが、価値
や意識の問題についてはふれることがない。 
 近年、研究者によってポスト紛争状況にお
いて暴力が社会や個人に及ぼした文化的影
響と人々やコミュニティの文化による再生
の重要性は指摘されてきた（Das 2006）。し
かし精神疾患など直接的なデータ収集は一
部されているが、今もなお特定地域の実証的
データに基づく人類学的研究は非常に少な
い。情動、宗教、伝統的文化の問題、またポ
スト紛争の価値創造において、アートや芸能
による活動を論じた研究においては未着手
の状態である。 
 研究代表者の足羽はスリランカの民族紛
争の調査と並行して、長年、民衆芸能とアー
ト、民間治療儀礼と仏教の研究を行ってきた。
スリランカの文化と民族紛争の研究を継続
するなかで、政治的、経済的、武力的対処や
解決のための研究はあっても文化への注目
が極めて少ないことを研究論文及び複数の
メディアや会議において繰り返し指摘して
きた。また他地域での関連問題の研究(米国
の平和運動、現代中国のポスト文革期の宗教
復興研究など)においては、暴力と文化的制
御の問題を追及し、大規模な破壊が人々の及
ぼす感情や行動への影響を論じ、社会変動と
価値生成過程の研究の構築を進めてきた（足
羽 2009,2010a,2010b）。とくにポスト紛争
時に民間宗教、芸能、現代アートの領域が非
常に重要になっていることに注目し、これら
の問題に対して本格的な研究の必要性を指
摘してきた。 
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２．研究の目的 
 本研究は、３０年近い紛争を経験したスリ
ランカにおいて、民間の伝統的芸能者および
芸術家が人々や社会が被った暴力的経験の
多様な解釈と表現を行ってきた事実に注目
し、その活動と思想、社会的影響を明らかに
することを目的とする。そのためにはスリラ
ンカにおける調査を行うと同時に、問題群を
比較しその普遍性を問うために、集合的暴力
を被った他の地域の人々の感情と多層的リ
アリティの在り方、そして文化的表現活動と
社会的文脈の結節点としての博物館、美術館、
モニュメント、パブリック・アートの比較研
究を行う。本研究はポスト紛争地域における
文化ならびに情動、そして芸術の働きについ
ての基盤的研究を築くことを目的とする。 
 
３.研究の方法 
 本研究は以下の方法によって遂行した。 
 
１）スリランカにおける資料収集、聞き取り
調査、訪問調査、視察、観察を行った。主た
る調査の対象と内容は以下のようである。  
①スリランカにおける伝統的儀礼芸能集団
であるベラワー・カースト（マータラ、ゴー
ル、カルタラ地域）のコミュニティの生活と
治療儀礼の現状について聞き取り調査と観
察を行った。  
②芸術系の大学での教員、学生、とくにベラ
ワーの出自とアートの関係、現代アートと伝
統アートの教育カリキュラム、評価基準、卒
業後の就職状況について聞き取り調査及び
資料収集を行った。 
③19 世紀末から 2010 年代にかけて再建及び
再建された主要仏教寺院のうち、コロンボを
中心とする壁画で著名な寺院約 10 件を対象
とし、とくにケラニア寺、ベッランウィラ寺
については詳細な記録と製作関係者への聞
き取り調査を行った。 
④スリランカ南部及びコロンボのマラダー
ナ地域における仏教復興と仏教復興支援者
ゆかりの壁画の記録採集と聞き取り調査を
行った。 
⑤現代アート専門のギャラリー、研究者、ア
ーティストを対象とし、とくにベラワー出身
のアーティスト及びその作品についての聞
き取り調査を行った。 
⑥タミル居住区のバティカロ及びジャフナ



における現代アーティストへの聞き取り調
査を行った。 
 
2)スリランカ以外の地域において、激しい暴
力経験の歴史があり、現代アーツや伝統的様
式による表象が社会の価値生成に寄与して
いる主要ケースの調査を、スリランカとの比
較において補助的に行った。この調査は今回
の研究を基盤として次の研究に展開させる
ための補助線となった。例えば、タイのバン
コックを中心とした仏教寺院及び現代アー
トサイトの調査、中国福建省廈門市における
国際仏教美術見本市の調査、スペインのレイ
ナ王妃国立美術館でのゲルニカ関連調査及
び植民地博物館調査、カナダでのブリティッ
シュ・コロンビア大学人類学博物館調査及
び先住民現代アートの展示調査、シカゴのア
ートインスティトュートにおける資料調査
などである。なおこの調査については本研究
支援費用以外の他の資金の協力も部分的に
得ている。 
 
3)国内外での研究会の開催及び研究交流を
行い、本研究のデータ分析と問題意識の精緻
化、理論的展開に役立てた。くわえて関連文
献研究、資料収集を行った。３年間の内外の
研究協力者は 10 名ほどになった。研究の公
的発表については、論文執筆のほか、国内及
び海外の大学での招待講演、講義の場を活用
した。 
 
４．研究成果 
 暴力及び暴力に対する反応は、被害者と加
害者の二極対立をうむ。しかし加害者は被害
者でもあり、被害者が加害者である多重性は
暴力の実態において頻繁に発生する現象で
あり、ましてや長い時間に蓄積された暴力行
為においてはいっそう複雑さを増す。こうし
た状況に起因する人々の感情の揺れは、多層
的なリアリティを生み出さざるをえない。 
 本研究は、以上のような問題を抱えるスリ
ランカのポスト紛争状況において、民間の伝
統的芸能者および芸術家の活動が活発に行
われている現状をとらえ、実態を調べ把握し、
分析を行うことにより、これらの活動が人々
の感情や重層するリアリティ、複数の解釈を
形づくること、そして人々の現実とその認識
との齟齬や断絶に架橋し、日常世界への表出
を牽引する可能性が高いという結論を得た。
本研究では、以下の点において、現状の特徴
を明らかにすることができた。 
 
1)スリランカにおいては、曖昧だが確実に
人々が注意を払っている言論統制的状況が
あるが、それにもかかわらず、伝統芸能保持
者や現代芸術家集団は人々の情動を表現し
た多様な表現活動を行い、また海外の活動母
体との公的、私的なネットワーク展開も徐々
に活用しはじめている。こうしたことから、
伝統芸能保持者や現代アーティストは政治

規制を超えて、文化を表象し人々の感情や意
識を形として表出させる一方では、感情や意
識に一定の方向性やフォーマットを与える
などの行為を通じて、社会に一定の影響力を
与え続けることが可能である。 
  
2)仏教寺院の壁画は一般的には伝統芸能を
専らとするベラワー・カーストの技能者によ
って描かれる。本研究で選んだコロンボ郊外
にある寺の一つには、激しい暴力状態にあっ
た民族紛争末期に描かれた壁画がある。本壁
画はベラワー出身の民間アーティスト、ソー
マバンドゥが僧上との話し合いにより、描い
た。一般の仏教寺院の壁画と異なり仏教説話
からテーマを選びながらも、人間の欲望、執
着、業行を描き、さらに主として女性の不幸
と嘆き、そしてブッダによる癒しを取り入れ
た壁画を構成し、また描き方も独自の現代ア
ートを取り入れた手法をとっている。本研究
において、一般の人々に人気の高いこの寺の
壁画は、人々の経験と仏教説話と重ね合わせ
て経験の仏教的意味を暗示し、暴力を被った
人々が複雑で重層的なリアリティのなかに
生きることを理解させ、了解させる機能があ
ることを明らかにした。 
 
3)このような仏教寺院と壁画の関係は、激し
い社会変動と仏教復興運動が生じた１９世
紀末から２０世紀前半において、重篤に見ら
れることが、スリランカ南部地域及び中央高
地地域、西南海岸地域の寺院調査によって明
らかになった。これはベラワー出身のアーテ
ィストが当時の絵画の西欧様式と伝統的様
式の折衷様式を生み出したことに大きく起
因していることが、本研究により新たに了解
できた。ケラニア大学の研究者との共同調査
によっても以上のことが確認できた。 
 
4)スリランカ以外の地域での調査において
は、ローカルなサイトで生じた暴力がアート
あるいは伝統的技能によってローカルな空
間において表象され、それが世界的、歴史的
文脈におかれた場合には時代が要請する「普
遍的」インパクトを生む、という共通性を了
解した。ゲルニカのように歴史が浅い暴力に
ついては現実の政治力が働き、直近の暴力再
発生を防ぐ現代の普遍的表象となる。しかし、
例えばヨーロッパによる植民地支配が産出
した文化融合としてのアート表現の表象形
態は、二極構造だけでなく文化作用による多
重性の受容への融和のありかたを示唆する。
この点はスリランカの民族紛争とジャータ
カ物語の接続について、現行の暴力の表象と
時間的空間及びイメージハウスとしての仏
教寺院のあり方の新たな理解を深めるもの
である。 
 
5)仏教寺院が宗教的美術館、博物館としての
役割があり、特に壁画においてパブリック・
アートとしての解釈、分析が有効であること



がわかった。それはスリランカだけに限らず、
むしろ急激な経済成長を遂げるアジアの都
市部の寺院、また西欧に展開する仏教寺院に
おいてその傾向が強い。例えば、現代アート
の先進地域であるタイでは都市中間層が多
く訪れる仏教寺院が普通は大きな美術館や
モダンアートギャラリーには行くことがほ
とんどない市民にとっての博物館、美術館的
役割を担っている。また中国福建省の厦門市
における仏教美術見本展の調査では、富裕層
の移民による西欧社会での仏教施設建築ラ
ッシュにおいて 3D 技術を使用した古典的形
態の仏像の複製に人気が集まっていること
を了解した。 
6)厦門大学（中国）、ポンペウ・ファブラ大
学(スペイン)、中文大学(香港)において、招
聘講演、講義を行い、本研究の成果の一部の
発表を行った。これらの成果発表では、専門
家及び異なる研究領域の研究者との意見交
換を行い、本研究が先駆的研究であることを
確認し、また有益な示唆と今後の共同研究へ
の手がかりを得ることができた。 
  
 本研究はポスト暴力地域の文化及び情動
の研究、芸術／芸能の遂行性についての研究、
象徴表現と現代アート及び宗教性の研究と
いう三つの研究分野を交差させ、その結節部
分に新しい研究領域を立ち上がらせること
において、予想以上の成果を収めることがで
きた。ポスト紛争期のスリランカでの調査を
中心としながら、アートと伝統芸能、現代政
治との関係に、人々の経験と認識を架橋させ、
深く傷ついたコミュニティの再生を図る契
機があることを明らかにした。本研究は新し
い研究領域を切り開き、今後の研究展開への
基盤形成となった。 
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